
                地域密着型金融の取組事例 2011 年 11月 

新規就農者・後継者向け教育施設での講師対応（鹿児島県）ＪＡ鹿児島県信連  

 

タイトル 新規就農者・後継者向け教育施設での講師対応 ＪＡ名 ＪＡ鹿児島県信連 

１ 動機 

（経緯） 

これからの鹿児島県の農業を担っていく農業後継者に対し，農業技術だけでは

なく「企業経営者」として農業に従事してもらいたいという思いから，信連より

新規就農者や後継者向けの教育施設（鹿児島県立農業大学校）に申入れ，実現し

たものです。（平成 18年度より継続中） 

 

 

 

２ 概要 【年間講義数】平成 18年度 6 時限，平成 19年度 12 時限，平成 20年度 48 時限

平成 21 年度 48 時限，平成 22 年度 12 時限 

【受講者数】  2 年生 100 名程度 

【講義内容】 財務の基礎知識（キャッシュフロー，長期計画，資金繰表等） 

       法務の基礎知識（借入者の責任，保証人・担保提供者の責任等）

       手形・小切手に関する知識，事例紹介 等 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

新規就農者・後継者等が経営感覚を身につける動機付けになっているものと考

えます。 

今後も本件取組みを継続することにより，県内農業者の意識の底上げにつなが

る取組みと位置付けています。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も継続した取組みを進める方針です。 

 

 

 

 

 

 


